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第１章 障害福祉計画の概要 

１１１１．．．．計画策定計画策定計画策定計画策定のののの趣旨趣旨趣旨趣旨                                                                                

 障害者自立支援法（以下、「自立支援法」という。）は、障害者及び障害児が

その有する能力及び適正に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営むことが

できるよう必要な支援を行い、障害の有無にかかわらず国民が相互に人格と個

性とを尊重し安心して暮らすことのできる地域社会の実現を目的として、平成

１８年１０月に施行されました。特徴としては、①３障害（身体障害・知的障

害・精神障害）の福祉サービスを一元化、②サービスの実施主体を住民に一番

身近な基礎自治体である市町村へ一元化、③支援の必要性を客観的に示す障害

程度区分の導入、④就労を支援するサービスの創設、⑤サービス利用時に要す

る費用の１割を負担（定率負担）、⑥国の財政負担の義務化が挙げられます。そ

の後、国は法律の円滑な実施等を推進するための施策として、必要な政省令を

改正して低所得者層を中心とした利用者負担の軽減策等を実施するとともに、

「障害者自立支援特別対策臨時特例交付金」を創設して，サービス提供事業所

に対する激変緩和対策等を実施してきました。 

平成２２年４月からは、低所得世帯に属する障害者等がサービス等を利用す

る際の利用者負担額が無料となる制度を導入し、同年１２月１０日には「障が

い者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害者保健福祉施策を見直す

までの間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関す

る法律（以下、「整備法」という。）」が公布され、同日付で発達障害を自立支援

法の対象とすることや、平成２３年１０月からグループホーム、ケアホームに

入居する障害者への家賃補助、重度の視覚障害者を対象とした同行援護の創設

等を実施することとしました。平成２４年４月からは利用者負担について応能

負担を原則として、サービス利用時の費用負担の軽減を図るほか、さらに充実

した相談支援体制の整備や障害児支援の強化等が実施されることとなります。 

また、平成２３年６月には「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支

援等に関する法律（以下、「障害者虐待防止法」という。）」が成立し、同年８月

には「障害者基本法」の一部が改正されました。 

今後、国は平成２５年８月を目途として自立支援法を廃止し、障害者総合福

祉法（仮称）を施行することとしており、障害福祉サービスをはじめとした障

害福祉施策の実施主体としての市の取り組みは、ますます重要性を増すことと

なります。市では、関係機関と緊密に連携して北茨城市障害福祉計画第３期（以

下、「３期計画」という。）を着実に推進し、さらなる障害福祉の向上・増進に

努めます。
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２２２２．．．．計画策定計画策定計画策定計画策定のののの根拠根拠根拠根拠となるとなるとなるとなる法令法令法令法令                                                                                        

 障害福祉計画は、障害者基本法第１１条第３項に基づく「市町村障害者計画」

を踏まえて、障害者自立支援法第８８条第１項の規定に基づき市町村が策定す

るものです。 

北茨城市では、福祉施策を総合的に推進する北茨城市地域福祉計画第２期（平

成２２年３月策定）を障害者計画と位置づけています。 

  

[障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）第１１条第３項] 

 市町村は、障害者基本計画及び都道府県障害者計画を基本とするとともに、

当該市町村における障害者の状況等を踏まえ、当該市町村における障害者のた

めの施策に関する基本的な計画（以下「市町村障害者計画」という。）を策定し

なければならない。 

 

[障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第８８条第１項] 

 市町村は、基本計画に即して、障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支

援事業の提供体制の確保に関する計画（以下「市町村障害福祉計画」という。）

を定めるものとする。 
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３３３３．．．．計画計画計画計画のののの位置付位置付位置付位置付けけけけ                                                                                     

 ３期計画は、北茨城市の福祉関係施策を総合的に推進する北茨城市地域福祉

計画第２期との整合性を保ちながら、第４次北茨城市総合計画と連携して推進

することとなります。 

 

                第第第第４４４４次北茨城市総合計画次北茨城市総合計画次北茨城市総合計画次北茨城市総合計画    

北茨城市地域福祉計画北茨城市地域福祉計画北茨城市地域福祉計画北茨城市地域福祉計画    

（平成２２年度～２６年度） 

「障害者のための施策に関する 

基本的な計画」 

 

 

 

 

 

            北茨城市障害福祉計画第北茨城市障害福祉計画第北茨城市障害福祉計画第北茨城市障害福祉計画第３３３３期期期期    

（平成２４年度～２６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者自立支援法障害者自立支援法障害者自立支援法障害者自立支援法    

国国国国のののの基本方針基本方針基本方針基本方針    

障害者基本法障害者基本法障害者基本法障害者基本法    

茨城県障害福祉計茨城県障害福祉計茨城県障害福祉計茨城県障害福祉計画画画画    
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４４４４．．．．計画計画計画計画のののの推進推進推進推進期間期間期間期間                                                                                             

 障害福祉計画は、３年を１期として策定することとされています。北茨城市

障害福祉計画（以下、「１期計画」という。）は平成１８年度から２０年度、北

茨城市障害福祉計画第２期（以下、「２期計画」という。）は平成２１年度から

平成２３年度までをそれぞれ推進期間としていました。 

 このたび策定する３期計画は、平成２４年度から平成２６年度までを推進期

間とします。 

 

（年度） 

18 19 20 21 22 23 24242424    25252525    26262626    

     

         

         

第１期計画推進期間 第２期計画推進期間 第第第第３３３３期計画推進期間期計画推進期間期計画推進期間期計画推進期間    

         

         

地域福祉計画第１期推進期間 地域福祉計画第２期推進期間 
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５５５５．．．．策定体制策定体制策定体制策定体制                                                                                                 

 ３期計画の策定にあたっては、以下の体制で行いました。 

 

（１）北茨城市地域自立支援協議会からの意見聴取 

 国の指針によれば、障害福祉計画を定めようとするときは、自立支援協議会

の意見を聴くよう努めなければならないとされています。北茨城市では、事業

者、福祉、保健の各担当者を委員とし、合計３回の協議会を開催して３期計画

の素案に対する意見を聴取し，内容に反映させました。 

 

（２）アンケートの実施 

 国の指針によれば、地域における障害者等の実情及びニーズを把握するよう

努めることが必要とされています。このため、市では身体・療育・精神の各障

害者手帳（自立支援医療（精神通院医療）受給者証を含む）をお持ちの方１,０

００名を無作為に抽出し、郵送により生活状況及びサービスの利用状況等につ

いてアンケートを実施しました。このうち回答があったのは４８５人の方で、

回収率は４８．５％でした。 
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６６６６．．．．推進体制推進体制推進体制推進体制                                                                                                 

 ３期計画の推進体制については、北茨城市地域自立支援協議会、地域ケアシ

ステム推進事業をはじめ障害福祉施策に関係する機関との連絡・調整等を積極

的に実施して、着実な推進に努めます。 

 また、今後、自立支援法に代わる法律の制定等がなされた場合には、既存の

制度等が大きく変わる可能性があるため、その内容が判明した段階において、

３期計画を見直します。 

 なお、３期計画で見込んでいる各障害福祉サービス等の平成２４年度から平

成２６年度までの見込量につきましては、これまでの実績等を踏まえるととも

に、これからの予測等を総合的に勘案したうえで設定したものであり、各障害

福祉サービス等全体の利用量を限定するものではありません。あくまで、実情

に応じたサービスの利用、提供等を推進します。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 



7 
 

第２章 障害福祉サービス等の確保に関する基本的事項 

第第第第１１１１節節節節    基本理念基本理念基本理念基本理念    

１．障害者等障害者等障害者等障害者等のののの自己決定自己決定自己決定自己決定とととと自己選択自己選択自己選択自己選択のののの尊重尊重尊重尊重                                             

障害の有無によって分け隔てられることなく，相互に人格と個性を尊重し合

いながら共生する社会を実現するため，障害者等が必要とする障害福祉サービ

スその他の支援を受けながら，自立と社会参加の実現を図っていくことを基本

として，障害福祉サービス及び相談支援並びに地域生活支援事業の提供体制の

整備を進めます。 

 

２２２２．．．．障害障害障害障害にににに係係係係るるるる制度制度制度制度のののの一元化一元化一元化一元化                                                                        

身体障害，知的障害及び精神障害の種別を問わず，個々の障害者等が必要と

するサービスを確実に提供していける体制の整備をさらに進めます。中でも，

精神障害者等はサービスの利用が少ない現状にあるため，適宜市広報紙等を活

用してさらなる情報提供等を行いサービスの利用促進を図ります。 

また，発達障害については，従来から精神障害に含まれるものとして法に基

づく給付の対象となっていることから，高次脳機能障害と併せて引き続き周知

を図ります。 

 

３３３３．．．．地域地域地域地域生活移行生活移行生活移行生活移行やややや就労支援等就労支援等就労支援等就労支援等にににに対応対応対応対応したサービスしたサービスしたサービスしたサービス提供体制提供体制提供体制提供体制整備整備整備整備    

円滑な地域生活への移行や着実な就労支援等に対応したサービス提供体制を

整えるとともに，障害者等の生活を地域全体で支えるシステムを実現するため，

北茨城市地域自立支援協議会が中心となり，福祉・保健・教育・雇用その他の

関係機関等との協議・調整等を実施するとともに，身近な地域におけるサービ

スの拠点づくり，ＮＰＯ等によるインフォーマルサービス（法律や制度に基づ

かない形で提供されるサービスをいう。）の提供等，地域の社会資源を最大限活

用し，提供体制の整備を進めます。 
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第第第第２２２２節節節節    障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉サービスのサービスのサービスのサービスの提供体制提供体制提供体制提供体制のののの確保確保確保確保にににに関関関関するするするする基本基本基本基本

的的的的なななな考考考考ええええ方方方方    

１．必要必要必要必要なななな訪問系訪問系訪問系訪問系サービスをサービスをサービスをサービスを保障保障保障保障                                                                    

身体障害，知的障害及び精神障害の種別を問わず，必要な訪問系サービス（居

宅介護，重度訪問介護，同行援護，行動援護及び重度障害者等包括支援をいう。）

の利用が図られるよう，それぞれのサービスの供給量を安定的に確保するとと

もに，その内容の充実・向上に資する取り組みを進めていきます。特に利用が

少ない精神障害者等については，適宜市広報紙等を活用して情報を提供すると

ともに，指定特定相談支援事業者等によるきめ細やかな相談支援を実施するな

どして，サービスの利用を促します。    

 

２２２２．．．．希望希望希望希望するするするする障害者等障害者等障害者等障害者等にににに日中活動系日中活動系日中活動系日中活動系サービスをサービスをサービスをサービスを保障保障保障保障                                

日中活動系サービス（生活介護，自立訓練，就労移行支援，就労継続支援，

療養介護，短期入所及び地域活動支援センターで提供されるサービスをいう。）

について，その利用を希望する障害者等にサービスを保障するよう供給量の安

定的確保とその内容の充実・向上に努めます。    

 

３３３３．．．．グループホームグループホームグループホームグループホーム等等等等のののの充実充実充実充実をををを図図図図りりりり，，，，入所等入所等入所等入所等からからからから地域生活地域生活地域生活地域生活へのへのへのへの移行移行移行移行をををを推推推推進進進進    

地域における居住の場としてのグループホーム（共同生活援助を行う住居を

いう。）及びケアホーム（共同生活介護を行う住居をいう。）のサービスを安定

的に利用できるようさらなる充実を図るとともに，自立訓練事業等の推進によ

り，入所等（福祉施設への入所又は病院への入院をいう。）からの円滑な地域生

活への移行を促します。 

 

４４４４．．．．福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設からからからから一般就労一般就労一般就労一般就労へのへのへのへの移行等移行等移行等移行等をををを推進推進推進推進                                            

就労移行支援事業等の積極的な活用により，福祉施設から一般就労への移行

を進めるとともに，福祉施設における雇用の場の拡大に資する取り組みを実施

していきます。また，福祉施設を利用しない場合でも，職親委託事業の拡充に

努めることにより，一般就労への移行を支援します。    
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第第第第３３３３節節節節    相談支援相談支援相談支援相談支援のののの提供体制提供体制提供体制提供体制確保確保確保確保にににに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方    

障害者等が地域で自立した日常生活及び社会生活を営むためには，障害福祉

サービス等の提供が安定的に確保されることはもとより，その内容が障害者等

の希望する内容と合致していることが必要であることから，諸サービスを適切

に利用できるよう総合的に支援する相談支援体制の構築が不可欠です。 

北茨城市では，北茨城市地域自立支援協議会（以下，協議会という。）を中心

に，北茨城市地域ケアシステム推進事業，指定相談支援事業者等その他の関係

機関等との連携強化を図り，相談支援の提供体制を確保していくとともに，障

害児に対する支援拡充の観点から，特別支援学校等との情報交換等を通して，

広範な支援体制の確立に努めます。 

このうち協議会は，平成２２年１２月に成立した整備法において平成２４年

４月より法定化されることから，これまで担ってきた市の障害福祉施策に関す

る検討機関としての役割に加え，相談支援体制の中核的存在として，障害者等

が現実に直面する様々な課題等について積極的な関与が求められることとなり

ます。 

この社会的要請に応えていくためには，３期計画推進期間内のできるだけ早

い時期から，持続性と実効性とを担保できる体制へ強化・移行する必要である

ことから，その在り方について議論を深め，早期に結論を得るよう努めます。 
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北茨城市北茨城市北茨城市北茨城市におけるにおけるにおけるにおける障害者支援障害者支援障害者支援障害者支援体制体制体制体制    

 

 

北茨城市（社会福祉課）       地域福祉計画策定委員会 
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情報提供情報提供情報提供情報提供・・・・施策施策施策施策のののの諮問等諮問等諮問等諮問等    助言等助言等助言等助言等    提言等提言等提言等提言等    

連携連携連携連携    連携連携連携連携    

連携連携連携連携    

北茨城市地域自立支援協議会 
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第３章 重点施策 

第第第第１１１１節節節節    福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設のののの入所者入所者入所者入所者のののの地域生活地域生活地域生活地域生活へのへのへのへの移行目標移行目標移行目標移行目標    

１１１１．．．．福祉施設入所者福祉施設入所者福祉施設入所者福祉施設入所者のののの地域生活地域生活地域生活地域生活へのへのへのへの移行目標移行目標移行目標移行目標                                            

 国の指針に基づき、平成１７年１０月１日時点での施設入所者数の３割が平

成２６年度末までに地域生活へ移行することを目標とします。ここで掲げる３

割の目標値は、１期計画推進期間から３期計画推進期間までを一体として見た

数ですので、３期計画での目標値は、２期計画推進期間内おいて達成した移行

数を除いて設定することとなります。 

 北茨城市の平成１７年１０月１日における施設入所者数は７４人でしたので、

その３割に当たる２３人が平成２６年度末までに地域生活へ移行する目標値と

なります。このうち２期計画推進期間では５人が移行（平成２３年１０月末時

点）していますので、３期計画ではそれを除いた１８人を地域生活へ移行する

目標値とします。 

 

平成平成平成平成２６２６２６２６年度末年度末年度末年度末のののの時点時点時点時点におけるにおけるにおけるにおける施設入所施設入所施設入所施設入所からのからのからのからの地域移行者数地域移行者数地域移行者数地域移行者数                    １８１８１８１８人人人人    

 

２２２２．．．．福祉施設入所者福祉施設入所者福祉施設入所者福祉施設入所者のののの退所目標退所目標退所目標退所目標                                                                    

国の指針に基づき、平成１７年１０月１日時点での施設入所者数の１割以上

を平成２６年度末までに削減することを目標とします。ここで掲げる１割以上

の目標値は、１期計画推進期間から３期計画推進期間までを一体として見た数

ですので、３期計画での目標値は、２期計画推進期間内おいて達成した退所数

を除いて設定することとなります。 

 北茨城市の平成１７年１０月１日における施設入所者数は７４人でしたので、

その１割に当たる８人が平成２６年度末までに退所する目標値となります。こ

のうち２期計画推進期間では５人が退所（平成２３年１０月末時点）していま

すので、３期計画ではそれを除いた３人を退所者数の目標値とし、平成２６年

度末の時点における入所者数を６６人とします。 

 

平成平成平成平成２６２６２６２６年度末年度末年度末年度末までのまでのまでのまでの施設退所者数施設退所者数施設退所者数施設退所者数                                                                    ３３３３人人人人    

平成平成平成平成２６２６２６２６年度末年度末年度末年度末におけるにおけるにおけるにおける施設入所者数施設入所者数施設入所者数施設入所者数                                                            ６６６６６６６６人人人人    
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第第第第２２２２節節節節    入入入入院中院中院中院中のののの精神障害者精神障害者精神障害者精神障害者のののの地域生活地域生活地域生活地域生活へのへのへのへの移行目標移行目標移行目標移行目標    

 

入院中の精神障害者の地域生活への移行について、国は「平成 23 年度末ま

での退院可能精神障害者数の減少目標値（平成 14 年度における退院可能精神

障害者数に基づき市町村及び都道府県が定める数）」を設定することとしていま

したが、この目標値は抽象的で，かつ医療機関の主観によるものであるため、

客観的に分析・評価することが難しいことから、第３期障害福祉計画において

は、「退院可能精神障害者数の減少目標値」を定めないこととなりました。  

 

 

＜＜＜＜＜＜＜＜国国国国のののの考考考考ええええ方方方方                                                                                                            

現在の障害福祉計画に目標として掲げている「平成２３年度末までの退院可

能精神障害者数の減少目標値（平成１４年度における退院可能精神障害者数に

基づき市町村及び都道府県が定める数）」については，その根拠となる「退院可

能精神障害者」という評価が抽象的で，医療機関の主観によるものであること

から，客観的な分析・評価が難しく，平成２１年９月の「今後の精神保健医療

福祉のあり方等に関する検討会」報告書においても，「別の客観的な指標」が必

要である旨の提言がされていたため，「退院可能精神障害者の減少」という目標

値は，３期計画では定めないこととする。そのうえで，「社会的入院」に関して

は，さらなる取り組みが必要であることから，退院のさらなる促進に関係する

要素をより具体化，精緻化した着眼点を以下のとおり設定する。 

 

①１年未満入院者の平均退院率 

②５年以上かつ６５歳以上の退院者数 

 

以上については，都道府県で設定することとする。 

                                                                                                                             ＞＞＞＞＞＞＞＞    
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第第第第３３３３節節節節    福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設からからからから一般就労一般就労一般就労一般就労へのへのへのへの移行等移行等移行等移行等のののの目標目標目標目標    

１１１１．．．．福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設からからからから一般就労一般就労一般就労一般就労へのへのへのへの移行移行移行移行                                                                

 国の指針に基づき、就労移行支援事業等を通じて一般就労に移行する目標値

を、平成１７年度に一般就労へ移行した実績の４倍の人数とします。 

北茨城市では、平成１７年度において一般就労へ移行した方は１人でしたの

で，その４倍に当たる４人を平成２６年度中までに移行する目標とします。 

 

平成平成平成平成２６２６２６２６年度末年度末年度末年度末のののの時点時点時点時点におけるにおけるにおけるにおける一般就労移行者数一般就労移行者数一般就労移行者数一般就労移行者数                                            ４４４４人人人人    

 

２２２２．．．．就労支援事業就労支援事業就労支援事業就労支援事業のののの利用者数利用者数利用者数利用者数                                                                        

国の指針に基づき、平成２６年度末における福祉施設の利用者のうち，２割

以上の方が就労移行支援事業を利用することとし、就労継続支援事業の利用者

のうち，３割の方は就労継続支援Ａ型事業を利用することを目標とします。 

北茨城市では、市内に就労継続支援Ａ型を提供する事業所が平成２３年１０

月末時点においてないため、同時点で既に利用している１人に、新規利用者１

人を加えて目標を設定しました。 

 

平成平成平成平成２６２６２６２６年度末年度末年度末年度末のののの時点時点時点時点におけるにおけるにおけるにおける就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援ＡＡＡＡ型利用者数型利用者数型利用者数型利用者数                            ２２２２人人人人    

 

 

 

福祉施設とは 

＜平成 17 年の時点＞ 

・身体…更生,療護,授産(入所・通所),福祉工場,小規模通所授産施設 

・知的…更生(入所・通所),授産(入所・通所),福祉工場,小規模通所授産施設 

・精神…生活訓練施設,授産施設(入所・通所),福祉工場,小規模通所授産施設 

＜新体系＞ 

・生活介護,自立訓練(機能・生活),就労移行,就労継続(A,B) 

（平成 20 年 12 月 22 日事務連絡「障害福祉計画の作成に係るＱ＆Ａ(3)につ

いて」より） 
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第４章 障害者の状況 

第第第第１１１１節節節節    障害者手帳障害者手帳障害者手帳障害者手帳のののの交付者数交付者数交付者数交付者数    

１１１１．．．．身体障害者身体障害者身体障害者身体障害者のののの状況状況状況状況                                                                                        

 身体障害者手帳の交付を受けている方は、平成２２年度末の時点で１，８６

７人となっており、平成２１年度末と比較すると６２人増となっています。 

障害別では肢体不自由が最も多く、１，０１１人（約５４％）。次いで内部障

害６１６人、聴覚・平衡機能障害が１１１人、視覚障害が１０６人、音声・言

語・そしゃく機能障害が２３人となっています。 

 等級別では１級が最も多く６６９人。次いで４級が４２４人、３級が２９７

人、２級が２８９人、５級が９７人、６級が９１人となっています。 

 

障害別数障害別数障害別数障害別数のののの推移推移推移推移                  （各年度末 単位：人） 

    

視覚視覚視覚視覚    聴覚平衡聴覚平衡聴覚平衡聴覚平衡    

音声音声音声音声・・・・言言言言

語語語語・そし・そし・そし・そし

ゃくゃくゃくゃく    

肢体肢体肢体肢体    

不自由不自由不自由不自由    
内部内部内部内部    合計合計合計合計    

平成平成平成平成 17171717 年度年度年度年度    124 101 29 990 540 1,784 

平成平成平成平成 1111８８８８年度年度年度年度    127 102 28 989 565 1,811 

平成平成平成平成 1111９９９９年度年度年度年度    117 95 25 963 554 1,754 

平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度    109 94 23 974 562 1,762 

平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    104 99 22 985 595 1,805 

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    104 111 23 1,011 616 1,867 

 

等級別数等級別数等級別数等級別数のののの推移推移推移推移                  （各年度末 単位：人） 

    １１１１級級級級    ２２２２級級級級    ３３３３級級級級    ４４４４級級級級    ５５５５級級級級    ６６６６級級級級    合合合合計計計計    

平平平平成成成成１７１７１７１７年度年度年度年度    652 304 298 335 114 81 1,784 

平平平平成成成成１８１８１８１８年度年度年度年度    671 306 294 345 112 83 1,811 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度    657 294 276 343 105 79 1,754 

平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度    648 288 280 368 101 77 1,762 

平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    665 281 287 390 101 81 18,05 

平平平平成成成成２２２２２２２２年度年度年度年度    669 289 297 424 97 91 1,867 
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グラフでグラフでグラフでグラフで見見見見るるるる障害別数障害別数障害別数障害別数のののの推移推移推移推移            （各年度末 単位：人） 
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２２２２．．．．知的障害者知的障害者知的障害者知的障害者のののの状況状況状況状況                                                                                    

 療育手帳の交付を受けている方は、平成２２年度末の時点で３３６人となっ

ており、平成２１年度末と比較すると１６人増となっています。 

 等級別ではＡ（重度）が最も多く１０６人。次いでＢ（中度）が１０１人、○Ａ

（最重度）が６７人、Ｃ（軽度）が６２人となっています。 

 

等級別数等級別数等級別数等級別数のののの推移推移推移推移                  （各年度末 単位：人） 

    ○○○○ＡＡＡＡ ((((最重度最重度最重度最重度))))    Ａ（Ａ（Ａ（Ａ（重度重度重度重度））））    Ｂ（Ｂ（Ｂ（Ｂ（中度中度中度中度））））    Ｃ（Ｃ（Ｃ（Ｃ（軽度軽度軽度軽度））））    合計合計合計合計    

平成平成平成平成１７１７１７１７年度年度年度年度    58 96 84 37 275 

平成平成平成平成１８１８１８１８年度年度年度年度    57 100 87 36 280 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度    63 110 91 43 307 

平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度    64 110 94 46 314 

平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    64 109 94 53 320 

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    67 106 101 62 336 

 

グラフでグラフでグラフでグラフで見見見見るるるる等級等級等級等級別数別数別数別数のののの推移推移推移推移            （各年度末 単位：人） 
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３３３３．．．．精神障害者精神障害者精神障害者精神障害者のののの状況状況状況状況                                                                                    

 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方は、平成２２年度末の時点で

１３９人となっており、平成２１年度末と比較すると３７人増となっています。 

 等級別では２級が最も多く６７人。次いで３級が３９人、１級が３３人とな

っています。 

 また、自立支援医療（精神通院）の受給者は、平成２３年１０月の時点で３

８５人となっており、年々増加する傾向にあります。 

 

精神障害者保健福祉手帳精神障害者保健福祉手帳精神障害者保健福祉手帳精神障害者保健福祉手帳のののの交付者交付者交付者交付者のののの推移推移推移推移       （各年度末 単位：人） 

    １１１１級級級級    ２２２２級級級級    ３３３３級級級級    合計合計合計合計    

平成平成平成平成１７１７１７１７年度年度年度年度    14 64 33 111 

平成平成平成平成１８１８１８１８年度年度年度年度    13 54 30 97 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度    18 50 29 97 

平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度    19 39 31 89 

平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    22 49 31 102 

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    31 64 44 139 

 

自立支援医療自立支援医療自立支援医療自立支援医療（（（（精神通院精神通院精神通院精神通院医療医療医療医療））））受給者数受給者数受給者数受給者数のののの推移推移推移推移    （各年度末 単位：人） 

    平成平成平成平成１８１８１８１８年度年度年度年度    平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度    平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

自立支援自立支援自立支援自立支援

医療医療医療医療（（（（精精精精

神通院医神通院医神通院医神通院医

療療療療））））受給受給受給受給

者数者数者数者数    

297 307 341 340 391 385 

※平成２３年度の人数は、平成２３年１０月末時点の数 
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グラフで見る等級別数の推移            （各年度末 単位：人） 
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第第第第２２２２節節節節    障害程度区分障害程度区分障害程度区分障害程度区分のののの認定状況認定状況認定状況認定状況    

 平成２１年度には、平成１８年度の自立支援法施行時に認定した障害者の再

認定があったため認定数が大幅に増えています。また、平成２３年度をもって、

すべての障害福祉サービス事業所が自立支援法に基づく施設へ移行（一部平成

２４年４月１日移行）することとなっていたため、年々認定数が増加しました。 

 

障害程度区分認定者数障害程度区分認定者数障害程度区分認定者数障害程度区分認定者数              （各年度末 単位：人） 

    区区区区 分分分分１１１１    区区区区 分分分分２２２２    区区区区 分分分分３３３３    区区区区 分分分分４４４４    区区区区 分分分分５５５５    区区区区 分分分分６６６６    非非非非 該当該当該当該当    合合合合 計計計計    

平成平成平成平成１８１８１８１８年度年度年度年度    13 27 11 4 3 8 2 68 

平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年度度度度    5 4 4 5 6 12 0 36 

平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年度度度度    0 1 4 2 3 1 0 11 

平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年度度度度    9 25 18 13 8 13 0 83 

平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年度度度度    3 8 10 8 10 5 0 44 

平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年度度度度    5 6 6 2 10 9 0 38 

合合合合 計計計計    35 71 53 34 40 48 2 280 

※平成２３年度の人数は、平成２３年１０月末時点の数 
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第５章 障害者自立支援法に基づくサービスの目標値 

第第第第１１１１節節節節    障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉サービスサービスサービスサービスのののの見込見込見込見込みみみみ及及及及びびびび確保確保確保確保のためののためののためののための方策方策方策方策    

ここからは、障害福祉サービス別に現状と課題を明らかにして、平成２４年

度から３年間のサービスの見込量を設定するとともに、それを確保するための

方策及び今後の課題等について整理します。 

２期計画においては、１期計画で定めた目標値を基本的に踏襲したうえで、

実績及びアンケート結果等を踏まえ、サービスの見込量を設定していましたが、

３期計画においては、その推進期間内に係る目標値が２期計画において設定さ

れていなかったため、新たに設定することとなりました。 

これにより３期計画では、国の指針、２期計画推進期間内におけるサービス

の利用量の推移（利用件数、利用時間、各年度間の増加率等）、障害者の範囲の

見直し及び今回実施したアンケート結果等を勘案して、新たに見込量を設定す

ることとしました。 

 また、設定した見込量を確保するための方策についても，整理したうえで３

期計画推進期間内における課題とし、その解消に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 
 

１１１１．．．．訪問系訪問系訪問系訪問系サービスサービスサービスサービス                                                                                            

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護    
自宅で入浴や排せつ、食事などの介助を行うサービ

スです（通院等の介助も含まれます）。 

重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護    

重度の障害があって常に介護が必要な方に、自宅で

入浴や排せつ、食事などの介助や外出時の移動の補助

を行うサービスです。 

同行援護同行援護同行援護同行援護    
重度の視覚障害者が外出する際に同行し、移動補助

を行うサービスです。 

行動援護行動援護行動援護行動援護    

知的障害や精神障害により行動が常に困難で介護が

必要な方に、行動時の介助や外出時の移動補助を行う

サービスです。 

重度障害者等包括支援重度障害者等包括支援重度障害者等包括支援重度障害者等包括支援    

常に介護が必要な方のうち、特にその必要度が高い

と認められた方に、居宅介護などの障害福祉サービス

を包括的に提供するサービスです。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

訪問系サービスは、在宅で暮らす障害者等の日常生活を支援するサービスで

あることはもちろんですが、同居等の家族の負担軽減という側面も併せ持つ重

要なサービスです。 

また、サービスの支給決定を受けていながら利用に至っていない方、サービ

スが必要と思われるができるだけ自立したいと支給申請に至っていない方等、

訪問系サービスの需要の潜在性は大きいものと考えています。 

 

 居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護・・・・重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護・・・・行行行行動援護動援護動援護動援護・・・・重度障害者等包括支援重度障害者等包括支援重度障害者等包括支援重度障害者等包括支援実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（時間／月） 500 549 597 

実利用者数（人／月） 31 34 37 

実績実績実績実績    利用量（時間／月） 412.5 558.5 383.5 

実利用者数（人／月） 32 41 35 

※平成２３年度実績は１０月末の数。Ｈ２１・２２に同行援護は含まない。 
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各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

 サービスの利用量は、障害の程度、居住する地域、支援者の有無及び家族構

成等により、障害者一人ひとり異なりますので、今後ともそのニーズを的確に

把握して適正な支給量の確保に努めます。 

 市内には、平成２３月１０月の時点で５つの居宅介護事業所があります。そ

のため居宅介護、重度訪問介護、同行援護及び行動援護については、十分な供

給量を確保しています。しかし、重度障害者等包括支援を提供できる事業所が

ないことから、２期計画に引き続き、同サービスを提供できる事業所の確保に

努めていきます。 

 また、一部改正された自立支援法等では、平成２４年４月から地域移行する

ためのサービス（地域相談支援）が個別給付として創設されます。このため、

このサービスの利用によって地域での生活を始めることとなる障害者の利用増

が見込まれることから、しっかり対応できるよう努めます。 

 

 居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護････重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護････同行援護同行援護同行援護同行援護････行動援護行動援護行動援護行動援護････重度障害者等包括支援見込重度障害者等包括支援見込重度障害者等包括支援見込重度障害者等包括支援見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平平平平 成成成成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護    
利用量（時間／月） 37 41 45 

実利用人数（人／月） 579 637 701 

重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護重度訪問介護    
利用量（時間／月） 0 1 2 

実利用人数（人／月） 0 210 420 

同行援護同行援護同行援護同行援護    
利用量（時間／月） 5 8 12 

実利用人数（人／月） 157 251 377 

行動援護行動援護行動援護行動援護    
利用量（時間／月） 2 3 5 

実利用人数（人／月） 11 17 31 

重度障害者等重度障害者等重度障害者等重度障害者等

包括支援包括支援包括支援包括支援    

利用量（時間／月） 0 0 1 

実利用人数（人／月） 0 0 352 
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２２２２．．．．日中活動系日中活動系日中活動系日中活動系サービスサービスサービスサービス                                                                                

（（（（１１１１））））生活介護生活介護生活介護生活介護・・・・自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練・・・・就労移行支援就労移行支援就労移行支援就労移行支援・・・・就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援（Ａ（Ａ（Ａ（Ａ・・・・Ｂ）Ｂ）Ｂ）Ｂ）    

    

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

生活介護生活介護生活介護生活介護    

常に介護が必要な人に、施設で入浴や排せつ、食

事の介護や創作的活動などの機会を提供するサービ

スです。 

自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練（（（（機能訓練機能訓練機能訓練機能訓練））））    

身体に障害を有する方が自立した日常生活や社会

生活ができるよう、一定の期間における身体機能向

上のために必要な訓練をするサービスです。 

自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練（（（（生活訓練生活訓練生活訓練生活訓練））））    

知的障害又は精神障害を有する方が自立した日常

生活や社会生活ができるよう、一定の期間における

生活能力の向上のために必要な訓練をするサービス

です。 

就労移行支援就労移行支援就労移行支援就労移行支援    

就労を希望する方に、一定の期間における生産活

動やその他の活動の機会の提供、知識や能力の向上

のための訓練をするサービスです。 

就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援    

（Ａ（Ａ（Ａ（Ａ型型型型・・・・ＢＢＢＢ型型型型））））    

通常の事業所で働くことが困難な方に、就労の機

会の提供や生産活動その他の活動の機会の提供、知

識や能力の向上のための訓練をするサービスです。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

自立支援法は、身体障害者福祉法及び知的障害者福祉法に基づき整備された

更生施設を始めとする施設について、平成２３年度内に自立支援法に基づく障

害者支援施設等に移行するよう求めています。 

当市で支給決定を受けている障害者が通所または入所している施設のうち、

未だ障害者支援施設等へ移行していない施設はほとんどありません（一部平成

２４年４月移行）。そのため、平成１８年の自立支援法施行以降、徐々に実利用

者数を伸ばしてきた日中活動系サービスは、２期計画推進期間内において、大

きく増加しました。中でも、生活介護サービスの増加は顕著で、実績ベースで

２期計画における見込値を大きく上回っています。これは既存の施設が生活介

護事業所へと移行したことはもちろんのことですが、新規にサービスを提供す

る事業所が増えたことも要因です。 
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また、就労移行支援及び就労継続支援Ｂ型の実利用者数も増えています。就

労移行支援は利用期間が原則２年間と限られていますが、提供する事業所が増

加したこと、一般就労に向けて取り組もうとする障害者が増えたこと等により、

実績が２期計画での見込値を上回っています。就労継続支援Ｂ型は、就労移行

支援を受けていた方が、同支援の利用期間の満了を迎えたために新たに利用し

始めたほか、旧体系の授産施設が同支援事業所へ移行したなどにより、こちら

も実績が２期計画見込値を上回っています。 

しかし、就労継続支援Ａ型については、提供する事業所が市内はもちろん近

隣市にもないために、安定的に利用できる状態ではありません。また、自立訓

練（機能訓練）についても、市内には基準該当事業所１か所で提供されている

のみであるため、就労継続支援Ａ型と併せて、その安定供給についての取り組

みは、３期計画において重要な課題となっています。 

※以下の各表について、平成２３年度実績は１０月末の数。「人日／月」は「（月

間の実利用者数）×（１人の１か月当たりの平均利用日数）」を指す。 

 

 生活介護生活介護生活介護生活介護実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 690 734 902 

実利用者数（人／月） 30 33 41 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 836 1,322 1,538 

実利用者数（人／月） 42 66 79 

 

 自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練（（（（機能訓練機能訓練機能訓練機能訓練））））実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 22 22 22 

実利用者数（人／月） 1 1 1 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 0 19 0 

実利用者数（人／月） 0 1 0 

 

 自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練（（（（生活訓練生活訓練生活訓練生活訓練））））実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 66 110 176 

実利用者数（人／月） 3 5 8 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 121 130 119 

実利用者数（人／月） 7 7 6 
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 就労移行支援就労移行支援就労移行支援就労移行支援実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 44 66 132 

実利用者数（人／月） 2 4 6 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 161 233 331 

実利用者数（人／月） 7 11 17 

 

 就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援ＡＡＡＡ型型型型実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 44 44 66 

実利用者数（人／月） 2 2 3 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 23 22 19 

実利用者数（人／月） 1 1 1 

 

 就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援ＢＢＢＢ型型型型実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 176 330 462 

実利用者数（人／月） 8 15 21 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 266 341 390 

実利用者数（人／月） 15 18 21 

 

 

各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

 見込値は、平成２３年度内において、ほぼすべての日中活動系サービスを提

供する事業所が新体系へ移行したことを踏まえて設定しました。 

中でも自立訓練（生活訓練）については、入院中の精神障害者が地域生活へ

移行するために必要なサービスであり、平成２４年４月から開始される地域相

談支援と密接に関係するサービスであることから、今後ともその安定供給体制

の確保に努めます。 
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 生活介護生活介護生活介護生活介護・・・・自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練・・・・就労移行支援就労移行支援就労移行支援就労移行支援・・・・就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援（Ａ（Ａ（Ａ（Ａ型型型型・・・・ＢＢＢＢ型型型型））））見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

生活訓練生活訓練生活訓練生活訓練    
利用量（人日／月） 1,767 2,121 2,546 

実利用人数（人／月） 89 107 129 

自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練    

（（（（機能訓練機能訓練機能訓練機能訓練））））    

利用量（人日／月） 22 22 22 

実利用人数（人／月） 1 1 1 

自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練    

（（（（生活訓練生活訓練生活訓練生活訓練））））    

利用量（人日／月） 113 113 113 

実利用人数（人／月） 7 7 7 

就労移行支援就労移行支援就労移行支援就労移行支援    
利用量（人日／月） 272 289 306 

実利用人数（人／月） 16 17 18 

就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援    

（Ａ（Ａ（Ａ（Ａ型型型型））））    

利用量（人日／月） 20 20 40 

実利用人数（人／月） 1 1 2 

就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援    

（Ｂ（Ｂ（Ｂ（Ｂ型型型型））））    

利用量（人日／月） 432 522 630 

実利用人数（人／月） 24 29 35 
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（（（（２２２２））））療養介護療養介護療養介護療養介護    

    

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

療養介護療養介護療養介護療養介護    

医療の必要な障害者で常に介護が必要な方に、医

療機関で機能訓練や療養上の管理、看護、介護を行

うサービスです。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

 平成２３年１０月末時点での利用者は１名です。しかし、平成２４年４月か

ら、これまで茨城県が実施主体であった、重度心身障害児施設に入所している

障害者（加齢児）に係る支給決定権限について、当該施設が療養介護事業所へ

と移行した場合には、市へ移管されることになります。このため、療養介護サ

ービスの利用者の増加が見込まれています。 

 

    療養介護療養介護療養介護療養介護実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 31 31 31 

実利用者数（人／月） 1 1 1 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 31 31 30 

実利用者数（人／月） 1 1 1 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

 

各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

 平成２３年１０月末の時点で、療養介護サービスを提供できる事業所は、独

立行政法人国立病院機構以外にはありません。しかし、「現状と課題」での触れ

たとおり、平成２４年４月からは、重症心身障害児施設のうち、障害者（加齢

児）が入所している場合で、当該施設が療養介護事業所へ移行した場合には、

当該施設利用者も新たな同サービスの利用者となります。平成２４年１月に茨

城県から、北茨城市において利用を見込む人数について、３人との通知があっ

たことから、これまで利用している方に加える形で見込値を設定しました。今

後ともサービス確保に関して、関係機関との情報交換等に努めます。 
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 療養介護療養介護療養介護療養介護見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

療養介護療養介護療養介護療養介護    
利用量（人日／月） 120 120 120 

実利用人数（人／月） 4 4 4 
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（（（（３３３３））））児童児童児童児童デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス    

    

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

児童児童児童児童デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス    

障害児が施設に通い、日常生活の基本的な動作の

指導や銃弾生活への適応訓練などを受けるサービス

です。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

北茨城市においては、平成２２年度を迎えるまで利用がありませんでした。

これは市内に児童デイサービスを提供できる事業所がないことに加え、代替サ

ービスとして日中一時支援を利用しているためと考えられます。 

 

    児童児童児童児童デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 0 6 18 

実利用者数（人／月） 0 1 3 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 0 11 0 

実利用者数（人／月） 0 2 0 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

 

各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

児童デイサービスは、平成２４年４月から児童福祉法に基づき提供される「児

童発達支援」及び「放課後等デイサービス」に再編されるため、廃止されます。 
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（（（（４４４４））））短期入所短期入所短期入所短期入所    

    

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

短期入所短期入所短期入所短期入所    

自宅で介護を行う方が病気などで障害者等の介護

が出来ない場合、短期間施設へ入所するサービスで

す。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

 短期入所は、在宅で暮らす障害者等を介護する家族等の負担を軽減するだけ

でなく、将来的に施設への入所等を考えている障害者等にとっても、施設での

生活に慣れることができる貴重な機会となっています。しかし、訪問系サービ

スと同様に、支給決定は受けているものの、実際の利用に繋がっていない事例

が多く見受けられるため、２期計画における見込量を大幅に下回っています。 

これまで在宅で暮らしていた方が、突然施設で一泊することは精神的な負担

が非常に大きいため、当該サービスを日中活動系サービスとともに提供してい

る事業所への通所を、まずは試みるなど、利用しやすい環境づくり等について

検討していく必要があります。 

 

    短期入所実短期入所実短期入所実短期入所実績績績績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人日／月） 109 141 182 

実利用者数（人／月） 10 13 17 

実績実績実績実績    利用量（人日／月） 4 23 56 

実利用者数（人／月） 4 7 6 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

 

各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

「現状と課題」でも指摘したとおり、将来的に施設への入所等を考えている

方にとって有益なサービスであるだけでなく、施設等から退所等された方の地

域への定着にとっても重要なサービスであるため、各年度とも、障害者等及び

その介護者のニーズに応えられるよう、体制整備に努めます。 
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 短期入所短期入所短期入所短期入所見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

短期入所短期入所短期入所短期入所    
利用量（人日／月） 53 58 63 

実利用人数（人／月） 7 8 9 
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３３３３．．．．居住系居住系居住系居住系サービスサービスサービスサービス                                                                                            

    

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

共同生活援助共同生活援助共同生活援助共同生活援助    

（（（（グループホームグループホームグループホームグループホーム））））    

主に夜間、地域で共同生活を営む方に、住居にお

ける相談や日常生活上の援助をするサービスです。 

共同生活介護共同生活介護共同生活介護共同生活介護    

（（（（ケアホームケアホームケアホームケアホーム））））    

 主に夜間、地域で共同生活を営む方に、入浴、排

せつ及び食事の介護等を行うサービスです。 

施設入所支援施設入所支援施設入所支援施設入所支援    
主に夜間、障害者支援施設等へ入所する方に、入

浴、排せつ及び食事の介護等を行うサービスです。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

 北茨城市内で共同生活援助を提供する事業所は１か所のみであり、共同生活

介護を提供する事業所にいたっては市内になく、近隣市においても多くないた

め、２期計画推進期間内における実績値のほとんどは遠方にある施設への入居

によります。 

施設入所支援を提供する事業所は市内に２か所あるほか、近隣市にもありま

すが、いずれの施設においても入所者は長期間にわたり利用している方がほと

んどであるため、新たに入所を希望する方にとっては、容易に利用することが

できないサービスとも言えます。 

さらに、国は基本指針の中で、平成２６年度末における入所者数について、

平成１７年１０月１日時点の入所者数の３割以上が地域生活へ移行するととも

に、１割以上を削減するとしています。このため、施設入所支援を利用する方

のうち、地域生活への移行が可能と思われる方に対する支援が重要となってい

ます。 

 

 共同生活援助共同生活援助共同生活援助共同生活援助・・・・共同生活介護共同生活介護共同生活介護共同生活介護実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人／月） 11 13 15 

実績実績実績実績    利用量（人／月） 14 18 24 

※平成２３年度は１０月末時点の数 
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 施設入所支援施設入所支援施設入所支援施設入所支援実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人／月） 30 35 40 

実績実績実績実績    利用量（人／月） 40 57 69 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

 

各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

現状においては、共同生活援助事業所及び共同生活介護事業の各年度におけ

る見込量が２期計画推進期間に比べて大幅に増加することは期待できませんが、

地域生活への移行が重要な施策であることを鑑み、これらについては利用量を

微増とし、施設入所支援については、国の基本指針に即して見込みました。 

北茨城市では、国の基本指針に即した目標を重点施策と位置付け、施設入所

支援を利用している方に対して、同サービス提供事業所と連携して適切に対応

していくとともに、地域生活への移行において重要な位置を占める共同生活援

助事業所及び共同生活介護事業所の普及・促進を支援します。 

 

 共同生活援助共同生活援助共同生活援助共同生活援助・・・・共同生活介護共同生活介護共同生活介護共同生活介護・・・・施設入所支援見施設入所支援見施設入所支援見施設入所支援見込込込込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

共同生活援助共同生活援助共同生活援助共同生活援助    利用量（人／月） 7 9 12 

共同生活介護共同生活介護共同生活介護共同生活介護    利用量（人／月） 15 17 20 

施設入所支援施設入所支援施設入所支援施設入所支援    利用量（人／月） 68 67 66 
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４４４４．．．．相談支援相談支援相談支援相談支援                                                                                                    

    

サーサーサーサービスビスビスビス名名名名    内容内容内容内容    

計画相談支援計画相談支援計画相談支援計画相談支援    

障害福祉サービスを利用するにあたって必要とな

るサービス利用計画の作成と、その後のモニタリン

グを実施するサービスです。 

地域移行支援地域移行支援地域移行支援地域移行支援    

 福祉施設入所者及び入院中の精神障害者が地域に

移行するために必要な住居の確保等に関する相談等

を受けることができるサービスです。 

地域定着支援地域定着支援地域定着支援地域定着支援    

地域生活へ移行した障害者について、常時の連絡

体制を確保するとともに、障害の特性に起因して生

じた緊急事態等に相談等で対応するサービスです。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

 相談支援は、一人ひとりの障害の特性等を踏まえたうえで、障害者等がどの

ような希望を持っているか等を的確に把握し、障害者等と社会資源とを有機的

にどう結び付けるのかについてコーディネートする機能です。 

 北茨城市では、自立支援法施行以前から、高齢者を含めたサービスの調整機

関として「地域ケアシステム推進事業」を活用してきました。また、平成２０

年度には北茨城市地域自立支援協議会を立ち上げ、障害福祉施策についての検

討の場としてきました。 

 このような中、平成２４年４月から新たに地域相談支援（計画相談支援、地

域移行支援、地域定着支援）が始まります。これまでにも増して重要性が高ま

る相談支援については、その円滑な実施と、より深化した専門性が求められる

こととなります。 

 

 サービスサービスサービスサービス利用計画利用計画利用計画利用計画作成作成作成作成実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（人／月） 0 1 2 

実績実績実績実績    利用量（人／月） 0 0 0 

※平成２３年度は１０月末時点の数 
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各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

 地域相談支援のうち、計画相談支援については、サービス利用計画（以下、「利

用計画」という。）の作成とその後のモニタリングが主な内容となります。これ

まで、利用計画については対象者がごく限られていたために利用がありません

でしたが、平成２４年４月からは３年間をかけて段階的にすべての障害福祉サ

ービス利用者を対象とすることとなります。さらに、障害福祉サービスの支給

決定に当たっては、原則的に利用計画の作成が前提となるため、その作成を担

う「特定相談支援事業者（市が指定）」の確保が課題となります。市では、その

確保に向けて、指定を希望する事業所等に対して必要な情報を提供する等の支

援を実施して指定事業所を増やし、安定的な利用計画作成の体制構築に努めま

す。 

 また、地域移行支援及び地域定着支援については、茨城県より精神科病院に

入院している精神障害者のうち、退院可能な精神障害者数及びその再入院率が

示されたため、それらを元に見込量を設定しました。なお、サービスを提供す

ることとなる「一般相談支援事業所」は茨城県が指定することとなるため、適

宜情報交換等を行いながら、円滑な利用が図られるよう努めます。 

 

 計画相談支援計画相談支援計画相談支援計画相談支援・・・・地域移行支援地域移行支援地域移行支援地域移行支援・・・・地域定着支援見地域定着支援見地域定着支援見地域定着支援見込込込込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

計画相談支援計画相談支援計画相談支援計画相談支援    利用量（人） 92 170 248 

地域移行支援地域移行支援地域移行支援地域移行支援    利用量（人） 9 10 12 

地域定着支援地域定着支援地域定着支援地域定着支援    利用量（人） 3 3 4 
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５５５５．．．．児童福祉法児童福祉法児童福祉法児童福祉法にににに基基基基づくサービスづくサービスづくサービスづくサービス                                                                

  

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

児童発達支援児童発達支援児童発達支援児童発達支援    

療育指導が必要と判断された障害児を対象に、日

常生活における基本的な動作を習得し、集団生活に

適応できるよう、当該児童の身体及び精神の状況や

環境に応じた適切な訓練を行うサービスです。 

放課後等放課後等放課後等放課後等デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス    

 学校通学中の障害児に対して、放課後や夏休み等

において、生活能力向上のための訓練等を継続的に

提供することにより、学校教育と相まって障害児の

自立を促進するとともに、放課後等の居場所づくり

を行うサービスです。 

保育所等訪問支援保育所等訪問支援保育所等訪問支援保育所等訪問支援    

保育所等を現在利用している障害児、または今後

利用を予定する障害児が保育所等における集団生活

の適応のための専門的な支援を必要とする場合に、

児童発達支援センターの専門職が当該保育所等を訪

問し、障害児への支援及び当該保育所等のスタッフ

への支援を提供するサービスです。 

 

 

現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

 

これまで障害者自立支援法に基づき支給決定されていた「児童デイサービス」

は、平成２４年３月をもって廃止となり、同年４月からは新たに「児童発達支

援」、「放課後等デイサービス」及び「保育所等訪問支援」に再編されて児童福

祉法に基づき、支給決定されることとなります。 

国は、平成２４年３月までに児童デイサービスの指定を受けた事業所に対し

て、同年４月以降は児童発達支援及び放課後等デイサービスの指定を受けたも

のとみなすとしていますが、市内には平成２３年１０月末の時点においても児

童デイサービスを提供できる事業所はありません（老人福祉センターライトが

基準該当事業所として提供は可能）。実績として、これまで児童デイサービスの

利用は支給決定を受けているものの、それほど活発に利用されてきませんでし

たが、障害児福祉の観点から、できるだけ早くサービス提供事業所が開設され

ることが望ましいと考えます。市では、既存の事業所を始めとして広く働きか

けを行うとともに、同サービス等の周知を図り、潜在する利用ニーズの掘り起
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こしに努めます。 

保育所等訪問支援については、新規事業であるため、提供する児童発達支援

センターとの連携が不可欠となります。そのための必要な措置を講じるととも

に、障害児の保護者等に対して同サービスの情報提供等を行う等し、周知を図

ります。 

 

 

各年度各年度各年度各年度のののの見込量見込量見込量見込量とととと確保確保確保確保にににに関関関関するするするする方策方策方策方策    

 

国の指針によれば、市町村は障害福祉計画の作成に併せて、障害児支援に係

る方針を策定することが望ましいとされています。これに即して北茨城市では、

児童発達支援及び放課後等デイサービスを一体として見込むこととし、保育所

等訪問支援の見込量と併せて、２つを設定することとします。 

しかしながら、「現状と課題」で述べたとおり、福祉資源が十分ではない等の

状況にあることから、３期計画において設定する児童発達支援及び放課後等デ

イサービスの利用見込量については、既に整備された隣接市に所在する事業所

（平成２３年１０月末の時点で児童デイサービスを提供）において利用すると

仮定して設定することとし、保育所等訪問支援については新規事業のため実績

を勘案できない関係上、児童発達支援等の利用見込数から１人が利用すると仮

定して見込むこととしました。 

 

    児童発達支援児童発達支援児童発達支援児童発達支援・・・・放課後法放課後法放課後法放課後法デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス・・・・保育所等訪問支援保育所等訪問支援保育所等訪問支援保育所等訪問支援見見見見込込込込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

児 童 発 達 支児 童 発 達 支児 童 発 達 支児 童 発 達 支

援援援援・・・・放課後等放課後等放課後等放課後等

デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス    

利用量（人／月） 20 30 40 

実利用人数（人） 2 3 4 

保育所等訪問保育所等訪問保育所等訪問保育所等訪問

支援支援支援支援    
利用量（人） 1 1 1 
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第第第第２２２２節節節節    地域生活支援事業地域生活支援事業地域生活支援事業地域生活支援事業のののの実施実施実施実施についてについてについてについて    

 

地域生活支援事業は、障害者等が自立した日常生活または社会生活を営むこ

とができるよう、地域の特性や利用者の状況に応じた柔軟な事業形態による事

業を効率的・効果的に実施して福祉の増進を図るとともに、障害の有無にかか

わらず国民が相互に人格と個性を尊重し安心して暮らすことができる地域社会

の実現に寄与することを目的として実施するものです。 

北茨城市では、法律上実施が必須となっている事業はもとより、地域生活に

必要な事業を柔軟な形態で実施しています。３期計画策定後においても、展開

が必要となる事業が生じた場合には、その必要性等について十分に検討して対

応することとします。 

ここでは障害福祉サービスと同様に、これまでの各年度における実績及び３

期計画推進期間内における各年度の見込量を設定します。 
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１１１１．．．．相談支援事業相談支援事業相談支援事業相談支援事業（（（（必須事業必須事業必須事業必須事業））））                                                                    

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

障害者障害者障害者障害者相談支援事業相談支援事業相談支援事業相談支援事業    

障害者等の福祉に関する各般の問題につき、障害

者等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言

その他の障害福祉サービスの利用支援等、必要な支

援を行うとともに、虐待の防止及び早期発見等のた

め障害者虐待防止センターを窓口として関係機関と

の連絡調整その他の権利擁護に努め、その他必要な

援助を行います。 

成年後見制度利用支援事成年後見制度利用支援事成年後見制度利用支援事成年後見制度利用支援事

業業業業    

 障害福祉サービスの利用等の観点から、成年後見

制度の利用が有効と認められる知的障害者又は精神

障害者に対し、成年後見制度の利用を支援すること

により、これらの障害者の権利擁護を図ります。 

地域自立支地域自立支地域自立支地域自立支援協議会援協議会援協議会援協議会    

相談支援事業をはじめとする地域の障害福祉に関

するシステムづくりに関し、中核的な役割を果たす

定期的な協議の場として、市町村が設置します。 

 

 

実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

障害者相談支援事業は、市が直営で実施しているほか、精神障害の特性を考

慮し、精神保健福祉士を配置する指定相談支援事業者に委託して実施していま

す。寄せられた相談のうち、幅広く検討する必要があるケースについては、北

茨城市地域自立支援協議会等を活用して、適切な支援をすることとしているた

め、引き続き同事業について周知等を図ります。 

障害者虐待防止については、平成２４年１０月から「障害者虐待防止法」が

施行されることから、市に障害者虐待防止センターを設置して障害者虐待に関

する相談・通報窓口とするとともに、同法の趣旨等に関する周知・啓発を図る

ことにより障害者の虐待防止及びその養護者の支援等に取り組みます。 

成年後見制度利用支援事業については、整備法により、平成２４年４月から

必須事業となりましたが、当市では平成２１年度より開始しています。しかし

未だ利用がないため、引き続き制度の周知を図ります。 

なお、総合的な相談窓口としての機能を有する基幹相談支援センターについ

ては、その設置等について３期計画推進期間内において検討します。 
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    障害者相談支援事業障害者相談支援事業障害者相談支援事業障害者相談支援事業実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    実施箇所数（所） 2 2 2 

実績実績実績実績    実施箇所数（所） 2 2 2 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

    成年後見制度利用支援事業成年後見制度利用支援事業成年後見制度利用支援事業成年後見制度利用支援事業実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（回／年） 1 1 1 

実績実績実績実績    利用量（回／年） 0 0 0 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

 地域自立支援協議会地域自立支援協議会地域自立支援協議会地域自立支援協議会実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    設置数 1 1 1 

実績実績実績実績    設置数 1 1 1 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

 相談支援事業相談支援事業相談支援事業相談支援事業のののの実施箇所見実施箇所見実施箇所見実施箇所見込込込込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

障害者相談支障害者相談支障害者相談支障害者相談支

援事業援事業援事業援事業    
実施箇所数（所） 2 2 2 

成年後見制度成年後見制度成年後見制度成年後見制度

利用支援事業利用支援事業利用支援事業利用支援事業    
利用量（回／年） 1 1 1 

地域自立支援地域自立支援地域自立支援地域自立支援

協議会協議会協議会協議会    
設置数 1 1 1 
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２２２２．．．．コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション支援事業支援事業支援事業支援事業（（（（必須事業必須事業必須事業必須事業））））                                        

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション支援支援支援支援

事業事業事業事業    

聴覚、言語機能、音声機能、視覚障害等のため意

思疎通を図ることに支障がある方に、意思疎通を仲

介する手話通訳者等の派遣を行うサービスです。 

  

 

実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

実利用者数について、２期計画推進期間とほぼ変わらない低い水準にありま

す。潜在的な利用ニーズは低くないと考えていますので、引き続き制度の概要、

手続き方法及び支援の内容等について周知を図っていきます。 

 

    コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション支援事業支援事業支援事業支援事業実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    実利用者数（人） 2 3 4 

実績実績実績実績    実利用者数（人） 2 2 1 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

    コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション支援事業見支援事業見支援事業見支援事業見込込込込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

コミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケー

ションションションション支支支支援事援事援事援事

業業業業    

実利用者数（人） 3 4 5 
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３３３３．．．．日常生活用具給付日常生活用具給付日常生活用具給付日常生活用具給付等等等等事業事業事業事業（（（（必須事業必須事業必須事業必須事業））））                                                    

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

日常生活用具給付等事業日常生活用具給付等事業日常生活用具給付等事業日常生活用具給付等事業    

日常生活上の便宜を図るため、厚生労働省が定め

る告示の要件を満たす 6 種の用具を給付または貸与

します。 

    

日常生活用具日常生活用具日常生活用具日常生活用具のののの種目種目種目種目、、、、用途及用途及用途及用途及びびびび形状形状形状形状（（（（平成平成平成平成 18181818 年厚生労働省告示第年厚生労働省告示第年厚生労働省告示第年厚生労働省告示第 529529529529 号号号号））））    

介護介護介護介護・・・・訓練支援用具訓練支援用具訓練支援用具訓練支援用具    

特殊寝台、特殊マットその他の障害者等の身体介

護を支援する用具並びに障害児が訓練に用いるい

す等のうち、障害者等及び介助者が容易に使用する

ことができるものであって、実用性のあるもの 

自立生活支援用具自立生活支援用具自立生活支援用具自立生活支援用具    

入浴補助用具、聴覚障害者用屋内信号装置その他

の障害者等の入浴、食事、移動等の自立生活を支援

する用具のうち、障害者等が容易に使用することが

できるものであって、実用性のあるもの 

在宅療養等支援用具在宅療養等支援用具在宅療養等支援用具在宅療養等支援用具    

電気式たん吸引器、盲人用体温計その他の障害者

等の在宅療養等を支援する用具のうち、障害者等が

容易に使用することができるものであって、実用性

のあるもの 

情報情報情報情報・・・・意思疎通支援用具意思疎通支援用具意思疎通支援用具意思疎通支援用具    

点字器、人工喉頭その他の障害者等の情報収集、

情報伝達、意思疎通等を支援する用具のうち、障害

者等が容易に使用することができるものであって、

実用性のあるもの 

排排排排せつせつせつせつ管理支援用具管理支援用具管理支援用具管理支援用具    

ストーマ用装具その他の障害者等の排せつ管理

を支援する用具及び衛生用品のうち、障害者等が容

易に使用することができるものであって、実用性の

あるもの 

居宅生活動作補助用具居宅生活動作補助用具居宅生活動作補助用具居宅生活動作補助用具    

障害者等の居宅生活動作等を円滑にする用具で

あって、設置に小規模な住宅改修を伴うもの 
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実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

 日常生活用具の給付等については、障害の状態等に応じて柔軟に給付等を実

施してきたこれまでの施策を堅持し、引き続き障害者等の日常生活における負

担軽減を図っていきます。 

各用具の見込量は実績を元に設定しました。 

※下表の平成２３年度は１０月末の数 

 

    介護介護介護介護・・・・訓練支援用具給付等訓練支援用具給付等訓練支援用具給付等訓練支援用具給付等実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    給付等件数（件） 4 4 5 

実績実績実績実績    給付等件数（件） 3 3 2 

 

    自立生活支援用具給付等自立生活支援用具給付等自立生活支援用具給付等自立生活支援用具給付等実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    給付等件数（件） 4 4 5 

実績実績実績実績    給付等件数（件） 6 1 1 

 

    在宅療養等支援用具給付等在宅療養等支援用具給付等在宅療養等支援用具給付等在宅療養等支援用具給付等実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    給付等件数（件） 7 8 9 

実績実績実績実績    給付等件数（件） 3 2 7 

 

    情報情報情報情報・・・・意思疎通支援用具給付等意思疎通支援用具給付等意思疎通支援用具給付等意思疎通支援用具給付等実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    給付等件数（件） 5 6 7 

実績実績実績実績    給付等件数（件） 6 2 9 

 

    排排排排せつせつせつせつ管理管理管理管理支支支支援用具給付等援用具給付等援用具給付等援用具給付等実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    給付等件数（件） 653 666 680 

実績実績実績実績    給付等件数（件） 772 937 755 

 



44 
 

    居宅生活動作補助用具給付等居宅生活動作補助用具給付等居宅生活動作補助用具給付等居宅生活動作補助用具給付等実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    給付等件数（件） 2 2 2 

実績実績実績実績    給付等件数（件） 1 2 1 

 

    日常生活用具給付等日常生活用具給付等日常生活用具給付等日常生活用具給付等見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

介護介護介護介護・・・・訓練支訓練支訓練支訓練支

援用具援用具援用具援用具    
給付量（件） 4 4 5 

自立生活支援自立生活支援自立生活支援自立生活支援

用具用具用具用具    
給付量（件） 4 4 5 

在宅療養等支在宅療養等支在宅療養等支在宅療養等支

援用具援用具援用具援用具    
給付量（件） 4 4 5 

情報情報情報情報・・・・意思疎意思疎意思疎意思疎

通支援用具通支援用具通支援用具通支援用具    
給付量（件） 7 8 9 

排排排排せつせつせつせつ管理支管理支管理支管理支

援用具援用具援用具援用具    
給付量（件） 1,440 1,728 2,073 

居宅生活動作居宅生活動作居宅生活動作居宅生活動作

補助用具補助用具補助用具補助用具    
給付量（件） 2 3 4 
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４４４４．．．．移動支援事業移動支援事業移動支援事業移動支援事業（（（（必須事業必須事業必須事業必須事業））））                                                                    

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

移動支移動支移動支移動支援事業援事業援事業援事業    

屋外での移動が困難な障害者等について、外出の

ための支援を行うことにより、地域における自立支

援及び社会参加を促すサービスです。 

 

 

実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

 利用量及び実利用人数は年々増加傾向にあり、順調に利用されていることが

わかります。平成２２年度に大きく利用が伸びた要因は、利用者負担の軽減が

行われたためと考えています。平成２３年度において利用量が極端に減少して

いるのは、東日本大震災の影響があるものと思われます。 

同事業については引き続き周知を図りますが、通院及び官公署等への移動の

支援はこの事業の目的ではないため、提供する事業所を含めて、改めて適正な

利用を呼び掛け、必要があればガイドライン等の作成も検討します。 

また、平成２３年１０月からは、重度の視覚障害者を対象とした同行援護サ

ービスが、障害福祉サービスとして個別給付化されていることから、３期計画

においては重度の視覚障害者等の利用を除いて見込んでいます。 

 

    移動支援実移動支援実移動支援実移動支援実績績績績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（時間） 451.5 534 616 

実利用者数（人） 11 13 15 

実績実績実績実績    利用量（時間） 599 1646.5 425.5 

実利用者数（人） 23 30 23 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

    移動支援移動支援移動支援移動支援見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

移動支援移動支援移動支援移動支援    
利用量（時間） 1,600 1,782 1,944 

実利用人数（人） 30 33 36 
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５５５５．．．．地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援センターセンターセンターセンター（（（（必須事業必須事業必須事業必須事業））））                                                        

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援センタセンタセンタセンターーーー    

障害者等を通わせ、地域の実情に応じて創作的活

動または生産活動の機会を提供し、社会との交流の

促進等の支援を行うサービスです。 

 

 

実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

地域活動支援センターは、３種類に分類されます（詳細下表参照）。 

華川町臼場及び下小津田に所在する北茨城市心身障害者センター（第１及び

第２）はⅡ型に相当し、身体及び知的障害者を対象として運営しています。Ⅰ

型及びⅢ型のセンターでは、精神障害者を対象にサービスを提供しています。

このうちⅠ型及びⅢ型の事業所は市外にあるため、通所する費用の助成を行っ

ています。今後もこの助成を続けるとともに、さらなる利用を促すため、制度

の周知を図ります。 

  

地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援センターセンターセンターセンター分類分類分類分類    

センターセンターセンターセンターⅠⅠⅠⅠ型型型型    

専門職員を配置し、医療・福祉及び地域の社会基

盤との連携強化のための調整、地域住民ボランティ

ア育成、障害に対する理解促進を図るための普及啓

発等の事業を実施する施設です。 

センターセンターセンターセンターⅡⅡⅡⅡ型型型型    

地域において雇用・就労が困難な在宅障害者に対

し、機能訓練、社会適応訓練等のサービスを実施す

る施設です。 

 

センターセンターセンターセンターⅢⅢⅢⅢ型型型型    

地域の障害者のための援護対策として地域の障

害者団体等が実施する通所による援護事業の実績

を概ね５年以上有し、安定的な運営が図られている

施設です。 
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    地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援センターセンターセンターセンター設置設置設置設置実実実実績績績績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    センターⅠ型 1 1   1 

センターⅡ型 2 2 2 

センターⅢ型 1 1   1 

実績実績実績実績    センターⅠ型 1 1 1 

センターⅡ型 2 2 2 

センターⅢ型 1 1 1 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

    地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援センターセンターセンターセンター設置設置設置設置見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度    平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年度度度度    平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年度度度度    

地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援

センターセンターセンターセンター    

センターⅠ型 1 1 1 

センターⅡ型 2 2 2 

センターⅢ型 1 1 1 

※平成２３年度は１０月末時点の数 
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６６６６．．．．訪問入浴訪問入浴訪問入浴訪問入浴サービスサービスサービスサービス事業事業事業事業（（（（任意事業任意事業任意事業任意事業））））                                                    

    

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

訪問入浴訪問入浴訪問入浴訪問入浴サービスサービスサービスサービス    

地域における身体障害者の生活を支援するため、

訪問により居宅において入浴サービスを提供し、身

体障害者の身体の清潔の保持、心身機能の維持等を

図るサービスです。 

 

 

実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

 利用者の実績は、生活介護を利用して入浴している場合が多いために２期計

画における見込みを下回っています。しかし、この事業は個々の事情により生

活介護が利用できない場合等を手当するものであり、重要なサービスであるこ

とには間違いありません。今後も同事業を続け、ニーズに応えるよう努めます。 

 

    訪問入浴訪問入浴訪問入浴訪問入浴サービスサービスサービスサービス実績実績実績実績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    実利用者数（人） 4 5 6 

実績実績実績実績    実利用者数（人） ２～３※１ ２～３※２ 3 

※１ 平成２１年４～９月は３人、１０～平成２２年３月は２人 

※２ 平成２２年４～７月は２人、８～平成２３年３月は３人 

 

    訪問入浴訪問入浴訪問入浴訪問入浴サービスサービスサービスサービス見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

訪問入浴訪問入浴訪問入浴訪問入浴サーサーサーサー

ビスビスビスビス    
実利用者数（人） 3 4 5 
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７７７７．．．．日中一時支援事業日中一時支援事業日中一時支援事業日中一時支援事業（（（（任意事業任意事業任意事業任意事業））））                                                            

 

サービスサービスサービスサービス名名名名    内容内容内容内容    

日中一時支援事業日中一時支援事業日中一時支援事業日中一時支援事業    

障害のある方の日中における活動の場を確保し、

その家族の就労支援及び一時的な休息を目的として

支援を行うサービスです。 

 

 

実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび利用量利用量利用量利用量のののの見込見込見込見込    

 

 この事業は、一時的な日中での活動支援を行うものであるため、障害程度区

分の３以上（５０歳以上については２以上）の認定が可能な障害の状態にある

場合には、生活介護への移行を促すことで、サービスの適正な利用を呼び掛け

ていきます。 

 

     日中一時支援実日中一時支援実日中一時支援実日中一時支援実績績績績     

区分区分区分区分    平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    

計画計画計画計画    利用量（日） 491 573 655 

実利用者数（人） 18 21 24 

実績実績実績実績    利用量（日） 1,346 1,590 876 

実利用者数（人） 45 48 39 

※平成２３年度は１０月末時点の数 

 

    日中一時支援日中一時支援日中一時支援日中一時支援見込見込見込見込     

区分区分区分区分    平成平成平成平成 ２４２４２４２４ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２５２５２５２５ 年年年年 度度度度    平成平成平成平成 ２６２６２６２６ 年年年年 度度度度    

日中一時支援日中一時支援日中一時支援日中一時支援    
利用量（日） 1,500 1,700 1,870 

実利用人数（人） 45 50 55 
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８８８８．．．．そのそのそのその他他他他のののの任意事業任意事業任意事業任意事業                                                                                    

 

更生訓練費給付事業更生訓練費給付事業更生訓練費給付事業更生訓練費給付事業    

施設に入所しながら就労移行支援事業または自

立訓練事業を利用している方等に更生訓練費を支

給し、社会復帰の促進を図ります。 

 

 

知的障害者職親委託制度知的障害者職親委託制度知的障害者職親委託制度知的障害者職親委託制度    

知的障害者を一定期間、知的障害者の更生援護に

熱意を有する事業経営者等の私人に預け、生活指導

及び技能習得訓練を行うことにより就職に必要な

素地を与えるとともに、雇用の促進と職場における

定着性を高め、福祉の向上を図ります。 

生活支援事業生活支援事業生活支援事業生活支援事業    

障害者等に対し、日常生活上必要な訓練・指導等、

本人活動支援などを行うことにより、生活の質的向

上を図り、社会復帰の促進を図ります。 

 

 

自動車運転免許取得自動車運転免許取得自動車運転免許取得自動車運転免許取得・・・・改造改造改造改造

費助成事業費助成事業費助成事業費助成事業    

身体障害者が就労のために必要な自動車運転免

許の取得及び自動車の改造に要する費用の一部を

助成します。 

 

 

 

重度障害者通院等交通費重度障害者通院等交通費重度障害者通院等交通費重度障害者通院等交通費

助成事業助成事業助成事業助成事業    

重度の障害者が通院または社会生活上必要不可

欠な外出若しくは余暇活動等社会参加のための移

動に要するタクシーの費用を助成することにより、

重度の障害者の地域での自立生活及び社会参加の

促進を図ります。 

 

地域活動支援地域活動支援地域活動支援地域活動支援センターセンターセンターセンター通通通通

所所所所にににに係係係係るるるる交通費助成制度交通費助成制度交通費助成制度交通費助成制度    

在宅の精神障害者に対し、市の委託する地域活動

支援センターに通所するために要する交通費を助

成することにより、経済的な負担を軽減し、社会復

帰及び社会参加の促進を図ります。 
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実施実施実施実施にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方方方方    

 

更生訓練費給付事業については、これまで給付を受けていた方が入所する施

設が障害者支援施設へ移行したことによって対象外となり、平成２３年１０月

の時点では受給者はいません。しかし、今後対象となる方が現れた場合に備え、

引き続き事業を実施します。 

知的障害者職親委託制度については、これまでに２人の利用がありました。

この事業の実施には事業主の協力が不可欠ですので、今後とも同事業の内容等

について丁寧な説明等を行いながら、市内の事業主に理解を得られるよう努め

ます。 

 生活支援事業については、北茨城市社会福祉協議会に委託して２つの活動を

実施しています。１つは本人活動支援として、同じ障害を持つ仲間と共に過ご

す「居場所」を提供しています。もう１つはボランティア活動として、精神ボ

ランティアの育成等の活動を支援しています。今後も引き続き事業を実施しま

す。 

 重度障害者通院等交通費助成（以下、「通院等助成」という。）及び地域活動

支援センター通所に係る交通費助成（以下、「通所費助成」という。）は、社会

参加促進事業として展開しています。これらの事業は、障害者が通院及び通所

等を行うにあたっての経済的な負担を軽減することにより、社会参加の促進を

図ることを目的として実施しています。通院等助成は、平成２１年度に１４０

人、平成２２年度に１２６人、平成２３年度（平成２３年１０月末時点）に１

２７人の利用がありました。また、通所費助成は、平成２１年度に１０人、平

成２２年度に７人、平成２３年度（平成２３年１０月末時点）に８人が利用し

ています。 

以上の事業以外にも３期計画推進期間内において、必要が認められた場合に

は、その都度事業の実施について検討していきます。 
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第６章 アンケート結果について 

    

１１１１．．．．回答者回答者回答者回答者のののの構成構成構成構成                                                                                         

平成２３年１１月１日の時点において、身体障害者手帳、療育手帳及び精神

保健福祉手帳（自立支援医療（精神通院医療）受給者を含む）をお持ちの方の

中から、無作為に１，０００人の方を抽出しアンケート調査を行いました。回

収率は４８．５％でした。 

ここでは、代表的な質問に対する回答についてお知らせします。 

身体障害者手

帳

74%

療育手帳

9%

精神保健福祉

手帳

16%

不明

1%

障害別回収状況障害別回収状況障害別回収状況障害別回収状況

 

１級

37%

２級

15%

３級

15%

４級

24%

５級

6%

６級

3% 等級別回収状況等級別回収状況等級別回収状況等級別回収状況（（（（身体身体身体身体））））
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最重度

（○Ａ）

19%

重度（Ａ）

30%
中度（Ｂ）

35%

軽度

（Ｃ）

16%

等級別回収状況等級別回収状況等級別回収状況等級別回収状況（（（（療育療育療育療育））））

 

１級

35%

２級

34%

３級

31%

等級別回収状況等級別回収状況等級別回収状況等級別回収状況（（（（精神精神精神精神））））
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２２２２．．．．暮暮暮暮らしについてらしについてらしについてらしについて                                                                                        

○○○○あなたはどこであなたはどこであなたはどこであなたはどこで生活生活生活生活していますかしていますかしていますかしていますか？？？？    

自宅

85.6%

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑまたは

ｹｱﾎｰﾑ

1.4%

福祉施設

7.0%

入院中

4.3%

その他

0.4%
無回答

1.2%

生活生活生活生活のののの根拠根拠根拠根拠

    

88%

70%

87%

1%

7%

1%

6%

23%

3%

4%

8%

1%

1%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別生活障害別生活障害別生活障害別生活のののの根拠根拠根拠根拠

自宅 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑまたはｹｱﾎｰﾑ 福祉施設 入院中 その他 無回答
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○○○○あなたはあなたはあなたはあなたは今後今後今後今後どこでどこでどこでどこで生活生活生活生活したいですかしたいですかしたいですかしたいですか？？？？    

今のまま

71%

将来自宅

5%

自宅

1%

将来ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

6%

今すぐｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

0%

将来施設

4%

今すぐ

施設

1%

その他

2% わからない

7%

無回答

3%

今後今後今後今後のののの生活生活生活生活のののの根拠根拠根拠根拠

    

73%

53%

66%

5%

7%

7%

1%

3%

5%

19%

7%

2%

4%

7%

4%

1%

2%

1%

4%

6%

7%

9%

4%

2%

1%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別今後障害別今後障害別今後障害別今後のののの生活生活生活生活のののの根拠根拠根拠根拠

今のまま 将来自宅 自宅 将来ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

今すぐｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 将来施設 今すぐ施設 その他

わからない 無回答
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○○○○望望望望んだんだんだんだ暮暮暮暮らしらしらしらし方方方方をするにあたってのをするにあたってのをするにあたってのをするにあたっての問題点問題点問題点問題点    

金銭的な問題

25%

地域住民の理解

4%介護者が

いない

15%

近くになく希望

しても入れない

13%

相談する場所が

わからない

5%

病状がよくなる

見込みがない

15%

自宅の改修

9%

その他

6%

わからない

2%

無回答

6%

望望望望んだんだんだんだ暮暮暮暮らしをするにあたってのらしをするにあたってのらしをするにあたってのらしをするにあたっての問題点問題点問題点問題点

    

24%

27%

25%

2%

10%

4%

16%

10%

4%

9%

30%

14%

3%

7%

21%

19%

10%

7%

14%

3%

6%

3%

7%

3%

5%

18%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別望障害別望障害別望障害別望んだんだんだんだ暮暮暮暮らしをするにあたってのらしをするにあたってのらしをするにあたってのらしをするにあたっての問題点問題点問題点問題点

金銭的な問題 地域住民の理解

介護者がいない 近くになく希望しても入れない

相談する場所がわからない 病状がよくなる見込みがない

自宅の改修 その他

わからない 無回答
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３３３３．．．．日中活動日中活動日中活動日中活動についてについてについてについて                                                                                    

○○○○日中日中日中日中はどこではどこではどこではどこで過過過過ごしていますかごしていますかごしていますかごしていますか？？？？    

幼稚園

保育園等

0%

学校

3%

常勤

9%

アルバイト・

パート

2%

作業中心の施設

3%
身体機能、生活

機能訓練施設

5%

デイサービス

8%

デイケア

1%

自宅等

53%

入院

4%

その他

6%

無回答

6%

日中日中日中日中どこでどこでどこでどこで過過過過ごしていますかごしていますかごしていますかごしていますか

    

1%

16%

1%

9%

7%

5%

1%

5%

4%

28%

5%

4%

16%

4%

9%

5%5%

57%

21%

54%

4%

8%

5%

5%

8%

7%

2%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別日中障害別日中障害別日中障害別日中どこでどこでどこでどこで過過過過ごしていますかごしていますかごしていますかごしていますか

幼稚園、保育園等 学校

常勤 アルバイト・パート

作業中心の施設 身体機能、生活機能訓練施設

デイサービス デイケア

自宅等 入院

その他 無回答
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かかかか    

○○○○今後今後今後今後はははは日中日中日中日中どこでどこでどこでどこで過過過過ごしたいですかごしたいですかごしたいですかごしたいですか    

今のまま

60.5%就労

8.6%

就労につながる

作業中心施設

1.1%

就労につながら

ないが作業中心

施設

1.3%

身体機能、生活

機能訓練施設

1.7%

デイサービス

2.6%

デイケア

0.4%

その他

1.3%
わからない

8.2%

無回答

14.4%

今後今後今後今後どのようにどのようにどのようにどのように過過過過ごしたいですかごしたいですかごしたいですかごしたいですか

    

65%

51%

41%

5%

4%

1%

5%

2%

3%

3%

8%

3%

1%

3%

4%

9%

3%

5%

16%

8%

13%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別今後障害別今後障害別今後障害別今後どのようにどのようにどのようにどのように過過過過ごしたいですかごしたいですかごしたいですかごしたいですか

今のまま 就労

就労につながる作業中心施設 就労につながらないが作業中心施設

身体機能、生活機能訓練施設 デイサービス

デイケア その他

わからない 無回答
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○○○○就労就労就労就労するためにするためにするためにするために重要重要重要重要なことなことなことなこと    

29%

16%

17%

7%

12%

14%

12%

7%

9%

15%

12%

17%

5%

14%

8%

9%

3%

20%

19%

19%

10%

9%

7%

2%

4%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別就労障害別就労障害別就労障害別就労することにすることにすることにすることに重要重要重要重要とととと思思思思われることわれることわれることわれること

本人の意欲 家族の協力 技術の習得

心身のケア 職場実習の充実 ジョブコーチの設置

企業等の理解 求職情報の支援 その他

特にない わからない 無回答

    

本人の意欲

19%

家族の協力

11%

技術の習得

10%

心身の

ケア

16%職場実習の充実

9%

ジョブコーチの

設置

4%

企業等の

理解

19%

求職情報の支援

8%

その他

2%

特にない

1%

わからない

0%

無回答

1%

就労就労就労就労することにすることにすることにすることに重要重要重要重要とととと思思思思われることわれることわれることわれること
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○○○○外出外出外出外出のののの回数回数回数回数についてについてについてについて    

ほぼ毎日

24%

週に４～５回

17%

週に２～３回

21%

週に１回

8%

月に１～３回

7%

年に数回

4%

その他

3%

外出していない

11%

無回答

5%
外出外出外出外出のののの回数回数回数回数

    

23%

35%

22%

17%

21%

17%

22%

12%

22%

9%

5%

8%

7%

5%

11%

3%

12%

3%

2%

2%

3%

11%

7%

11%

6%

2%

4%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別外出障害別外出障害別外出障害別外出のののの回数回数回数回数

ほぼ毎日 週に４～５回 週に２～３回

週に１回 月に１～３回 年に数回

その他 外出していない 無回答
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○○○○外出時外出時外出時外出時にににに困困困困ることることることること    

介護者がいない

と外出できない

27%

交通費が高い

7%
トイレが少ない

8%
バス、電車が少

ない

13%

その他

4%

特になし

31%

無回答

10%

外出時外出時外出時外出時にににに困困困困ることることることること

    

28%

35%

19%

7%

4%

10%

10%

4%

1%

12%

13%

19%

4%

2%

5%

29%

35%

41%

10%

6%

6%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別外出時障害別外出時障害別外出時障害別外出時にににに困困困困ることることることること

介護者がいないと外出できない 交通費が高い

トイレが少ない バス、電車が少ない

その他 特になし

無回答
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４４４４．．．．介護者介護者介護者介護者についてについてについてについて                                                                                        

○○○○主主主主にににに介護介護介護介護しているのはどなたですかしているのはどなたですかしているのはどなたですかしているのはどなたですか？？？？    

親

21.7%

配偶者

37.6%

子ども

14.8%

兄弟

3.7%

ホームぺ

ルパー

17.5%

その他

4.2%

無回答

0.5%

主主主主にににに介護介護介護介護しているのはどなたですかしているのはどなたですかしているのはどなたですかしているのはどなたですか

    

13%

57%

48%

48%

9%

17%

4%

4%

5%

9%

15%

38%

22%

2%

9%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別主障害別主障害別主障害別主にににに介護介護介護介護しているのはどなたですかしているのはどなたですかしているのはどなたですかしているのはどなたですか

親 配偶者 子ども 兄弟 ホームぺルパー その他 無回答
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○○○○介護介護介護介護しているしているしているしている方方方方のののの年齢年齢年齢年齢    

２０歳代以下

1%

３０歳代

5%
４０歳代

3%

５０歳代

20%

６０歳代

19%
７０歳代

21%

８０歳

代以上

15%

無回答

16%

介護介護介護介護しているしているしているしている方方方方のののの年齢年齢年齢年齢

    

1%

5%

6%

14%

4%

3%

5%

4%

19%

24%

13%

17%

10%

17%

24%

14%

17%

17%

5%

22%

14%

24%

22%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

年齢別介護年齢別介護年齢別介護年齢別介護しているしているしているしている方方方方のののの年齢年齢年齢年齢

２０歳代以下 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代

６０歳代 ７０歳代 ８０歳代以上 無回答
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○○○○主主主主にににに介護介護介護介護しているしているしているしている方方方方のののの就業状況就業状況就業状況就業状況    

常勤で働

いている

5%

アルバイト・

パートで働いて

いる

8%

自営業

10%

その他

2%

働いていない

56%

無回答

19%

主主主主にににに介護介護介護介護しているしているしているしている方方方方のののの就業状況就業状況就業状況就業状況

    

4%

10%

4%

8%

5%

4%

8%

10%

17%

2%

61%

43%

48%

17%

33%

26%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別主障害別主障害別主障害別主にににに介護介護介護介護しているしているしているしている方方方方のののの就業状況就業状況就業状況就業状況

常勤で働いている アルバイト・パートで働いている

自営業 その他

働いていない 無回答
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○○○○介護介護介護介護でででで困困困困っていることはっていることはっていることはっていることは？？？？    

精神的な負担

20%

肉体的な負担

18%

経済的な負担

9%

自分の時間が持

てない

11%

外出ができない

10%

相談相手が

いない

2%

睡眠不足あ

8%

その他

1%

特にない

8%

わから

ない

1%
無回答

12%

介護介護介護介護でででで困困困困っていることっていることっていることっていること

    

20%

15%

26%

20%

17%

3%

10%

10%

11%

12%

15%

9%

10%

2%

11%

1%

5%

9%

5%

6%

1%

2%

6%

15%

6%

1%

10%

15%

29%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別介護障害別介護障害別介護障害別介護でででで困困困困っていることっていることっていることっていること

精神的な負担 肉体的な負担 経済的な負担

自分の時間が持てない 外出ができない 相談相手がいない

睡眠不足 その他 特にない

わからない 無回答
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５５５５．．．．サービスのサービスのサービスのサービスの利用利用利用利用についてについてについてについて                                                                        

○○○○障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉サービスをサービスをサービスをサービスを利用利用利用利用していますかしていますかしていますかしていますか？？？？    

はい

25%

いいえ

64%

わからない

2%

無回答

9%

障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉サービスをサービスをサービスをサービスを利用利用利用利用していますかしていますかしていますかしていますか

    

23%

47%

21%

67%

42%

63%

1%

3%

8%

12%

13%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別障害福祉障害別障害福祉障害別障害福祉障害別障害福祉サービスをサービスをサービスをサービスを利用利用利用利用していますかしていますかしていますかしていますか

はい いいえ わからない 無回答
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○○○○利用利用利用利用していないしていないしていないしていない理由理由理由理由についてについてについてについて    

相談窓口がわか

らない

5.4%

金銭的な問題

5.4%

自立しているた

め必要がない

46.4%

本人がサービス

を使うことを嫌

がる

4.2%

家族の介護で十

分足りているあ

20.2%

近隣に利用した

いサービス事業

者がない

0.3%

利用したいが定

員がいっぱいで

利用できない

0.3%

その他

6.3% わからないあ

3.9%
無回答

7.7%

障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉サービスをサービスをサービスをサービスを利用利用利用利用していないしていないしていないしていない理由理由理由理由

    

5%

10%

10%

6%

6%

50%

25%

38%

4%

15%

19%

30%

19%

5%

6%

5%

8%

2%

12%

8%

10%

8%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

障害別障害福祉障害別障害福祉障害別障害福祉障害別障害福祉サービスをサービスをサービスをサービスを利用利用利用利用していないしていないしていないしていない理由理由理由理由

相談窓口がわからない

金銭的な問題

自立しているため必要がない

本人がサービスを使うことを嫌がる

家族の介護で十分足りている

近隣に利用したいサービス事業者がない
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○○○○利利利利用者負担用者負担用者負担用者負担についてについてについてについて    

安い

6%

どちらかといえ

ば安い

8%

ちょうど良い

31%

どちらかといえ

ば高い

19%

高い

15%

わからない

18%

無回答

3%

利用者負担額利用者負担額利用者負担額利用者負担額についてについてについてについて

 

 

 

○○○○居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護のサービスにのサービスにのサービスにのサービスに満足満足満足満足ししししていていていていまままますかすかすかすか    

満足

32%

どちらかとい

えば満足

19%

どちらともい

えない

30%

とちらかといえ

ば不満

4%

不満

8%

わからない

4%

無回答

3%

居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護サービスにサービスにサービスにサービスに満足満足満足満足していますかしていますかしていますかしていますか
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○○○○居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護サービスのサービスのサービスのサービスの不満不満不満不満なところなところなところなところ    

回数・時間が少

ない

13%
希望する曜

日・時間帯に

使えない

6%

事業者の対応が

よくない

10%

介護技術に不安

を感じる

13%

利用者

負担額

が高い

24%

効果がない

5%

その他

10%

無回答

19%

居宅介護居宅介護居宅介護居宅介護サービスのサービスのサービスのサービスの不満不満不満不満なところなところなところなところ

 
    

    

○○○○日中活動系日中活動系日中活動系日中活動系サービスにサービスにサービスにサービスに満足満足満足満足ししししていますていますていますていますかかかか    

満足

45.6%

どちらかとい

えば満足

24.4%

どちらともいえ

ない

20.0%

とちらかといえ

ば不満

3.3%

不満

4.4%

わからない

2.2%

無回答

0.0%

日中活動系日中活動系日中活動系日中活動系サービスにサービスにサービスにサービスに満足満足満足満足していますかしていますかしていますかしていますか
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○○○○日中活動系日中活動系日中活動系日中活動系サービスサービスサービスサービスのののの不満不満不満不満なところなところなところなところ    

回数・時間が

少ない

14%

希望曜日・時間

帯に使えない

9%

事業者の対応が

よくない

8%

介護技術に不

安を感じる

4%
利用者負担額

が高い

20%

効果がない

6%

その他

25%

無回答

14%

日中活動系日中活動系日中活動系日中活動系サービスのサービスのサービスのサービスの不満不満不満不満なところなところなところなところ

 
 

 アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。 
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 市内及市内及市内及市内及びびびび近隣市所在事業所提供近隣市所在事業所提供近隣市所在事業所提供近隣市所在事業所提供サービスサービスサービスサービス（（（（障害福祉障害福祉障害福祉障害福祉サービスサービスサービスサービス））））一覧表一覧表一覧表一覧表     

事業所名事業所名事業所名事業所名    

居
宅
介
護

居
宅
介
護

居
宅
介
護

居
宅
介
護    

短
期
入
所

短
期
入
所

短
期
入
所

短
期
入
所    

生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護    

施
設
入
所

施
設
入
所

施
設
入
所

施
設
入
所    

ケ
ア
ホ
ー
ム

ケ
ア
ホ
ー
ム

ケ
ア
ホ
ー
ム

ケ
ア
ホ
ー
ム    

自
立
訓
練

自
立
訓
練

自
立
訓
練

自
立
訓
練
（（（（
生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護

生
活
介
護
））））

    

自
立
訓
練

自
立
訓
練

自
立
訓
練

自
立
訓
練
（（（（
機
能
訓
練

機
能
訓
練

機
能
訓
練

機
能
訓
練
））））

    

就
労
移
行
支
援

就
労
移
行
支
援

就
労
移
行
支
援

就
労
移
行
支
援    

就
労
継
続
支
援

就
労
継
続
支
援

就
労
継
続
支
援

就
労
継
続
支
援
ＢＢＢＢ
型型型型    

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム    

基
準
該
当

基
準
該
当

基
準
該
当

基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス    

北茨城市社協介護北茨城市社協介護北茨城市社協介護北茨城市社協介護センターのぞみセンターのぞみセンターのぞみセンターのぞみ    ○           

ライフサポートライフサポートライフサポートライフサポート平賀平賀平賀平賀    ○           

介護介護介護介護じゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽん北茨城北茨城北茨城北茨城    ○           

すいとぴーすいとぴーすいとぴーすいとぴー介護介護介護介護ステーションステーションステーションステーション北茨城北茨城北茨城北茨城    ○           

タンポポタンポポタンポポタンポポ畑畑畑畑    ○     ○  ○ ※２   

障害者支援施設障害者支援施設障害者支援施設障害者支援施設ひまわりひまわりひまわりひまわり荘荘荘荘     ○ ※３ ○        

障害者支援施設障害者支援施設障害者支援施設障害者支援施設はなますはなますはなますはなます荘荘荘荘     ○ ○ ○    ○ ○   

リバティリバティリバティリバティ若栗若栗若栗若栗     ○ ○ ○        

障害者支援施設愛正園障害者支援施設愛正園障害者支援施設愛正園障害者支援施設愛正園     ○ ○ ○        

工房阿列布工房阿列布工房阿列布工房阿列布      ○      ○   

老人福祉老人福祉老人福祉老人福祉センターライトセンターライトセンターライトセンターライト              ○ 

アーシャアーシャアーシャアーシャ             ○  

一想園一想園一想園一想園      ○  ※４  ○ ○    

福祉福祉福祉福祉のおのおのおのお店福寿草店福寿草店福寿草店福寿草           ○    

西明寺事業所西明寺事業所西明寺事業所西明寺事業所ステップステップステップステップ            ○   

はっぴぃ・べるはっぴぃ・べるはっぴぃ・べるはっぴぃ・べる      ○      ○   

虹虹虹虹のかけはしのかけはしのかけはしのかけはし            ○   

※１ 「北茨城市社協ケアプランナーのぞみ」で提供します。 

※２ 「障害者就労支援施設ポポンタ」で提供します。 

※３ 施設入所支援と併せて利用します。 

※４ 「ケアホーム一想園」で提供します。 

 

 市内及市内及市内及市内及びびびび近隣市所在事業所提供近隣市所在事業所提供近隣市所在事業所提供近隣市所在事業所提供サービスサービスサービスサービス（（（（地域生活支援事業地域生活支援事業地域生活支援事業地域生活支援事業））））一覧表一覧表一覧表一覧表     

事業所名事業所名事業所名事業所名    日中一時支援日中一時支援日中一時支援日中一時支援    移動支援移動支援移動支援移動支援    相談支援相談支援相談支援相談支援    

北茨城市社協介護北茨城市社協介護北茨城市社協介護北茨城市社協介護センターのぞみセンターのぞみセンターのぞみセンターのぞみ    ○ ○  

ライフサポートライフサポートライフサポートライフサポート平賀平賀平賀平賀    ○ ○  

介護介護介護介護じゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽん北茨城北茨城北茨城北茨城    ○ ○  

タンポポタンポポタンポポタンポポ畑畑畑畑    ○ ○  

リバティリバティリバティリバティ若栗若栗若栗若栗    ○   

障害者支援施設愛正園障害者支援施設愛正園障害者支援施設愛正園障害者支援施設愛正園    ○   

ライトハウスライトハウスライトハウスライトハウス      ○ 

 



3 
 

 

 


